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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。

＜連絡事項＞

・庶務Ｔ不在による物品発注に関して

４／１（日）は庶務Ｔが不在となる為、３／３１（土）に２日分の日用品をまとめて発注するようにして下さい。

・看護グループ内研修担当より

平成２３年度看護グループ内研修に関するアンケートが配布されています。４／３（火）朝が締め切りとなりますので、各自で記載後はスタッフオフィス内にある封筒へ提出して下さい。

・環境整備担当より

４月の月間目標は『床の汚れ取り』となります。靴が擦れた汚れや黒ずみ、食べこぼしや飲み物の跡などを見つけたら、すぐに綺麗にしましょう。

・患者様の履物について

最近、靴の汚れや臭いが目立つ患者様がいます。他に靴がある方は洗濯を促し、予備がない方に関しては、各自受け持ち担当スタッフでご家族へ依頼等をしましょう。

＜患者様連絡事項＞

・岡田　石子様～本日、外泊より帰院されます。ご家族へ医療費支払いのコピーについて確認、本人へ小遣い以外にも金銭の受け渡しがあったかの確認、危険物の持ち込みの有無の確認等をしましょう。

・滝澤　久江様～本日、妹様（黒澤幾子様）が来院され、ご本人と共に介護認定調査を受けています。本日来られた幾子様との面会は、約一年ぶりです。時折、「幾子が空を飛んでくる」等の幻聴・妄想に左右された言動が聞かれていますので、引き続き幻聴・妄想に左右された言動の有無を確認し、行動化のないよう注意してましょう。

・田名部　浩平様～本日、母様の迎えにて外泊訓練に出掛けています。母様へ今後の方向性について確認をし、「自分から挨拶が出来るようになってくれたら…」と母様から希望が聞かれています。母様へは、以前よりも対面時に視線を合わせ、ハキハキと発言出来るようになってきている事と、対人交流面において挨拶等が自分から出来るような関わりをして行く事を伝えています。

・布施　邦雄様～３／３１（土）～４／２（月）の外泊が許可となっています。出棟時・帰院時の確認、精神症状の観察をしましょう。

＜ＳＳＴ評価・検討＞

・今週は、３月末となるため１ヵ月の総括と振り返りを行いましょう。

＜注目患者様ＮＣＰ評価・検討＞

・倉橋　生子様～本日、「ズボンが破かれた」「犯人は分かっている」とスタッフへ話す事があります。そのズボンをスタッフが見せて欲しい事を伝えるも「今はいい」と拒否的となる事があります。プログラム中の他干渉や周囲を気にした様子などが見られていますので、他者トラブルに注意しましょう。また、被害的な発言も聞かれていますので、傾聴し適宜介入しましょう。

・菊地　明子様～気分の落ち込みや疲労感はないと話されるも、表情の冴えなさは見られています。周囲との交流状況の観察を行い、訴え時は傾聴してましょう。

・山田　隆雄様～本日、３月分の決算報告書の記載について尋ねると、一時的に口調が強くなる事があります。粗暴行為等は見られません。最近、叫ぶ・耳を塞ぐ等の奇異行動が見られていますので、精神症状の変化にも注意しましょう。

＜Ｄｒ猪股　診察・ケースカンファレンス＞

・伊藤　雄一様～主治医へ、３／２７（火）に八戸赤十字病院を受診し７７日分の内服薬が処方された事を情報提供しています。ここ１週間の体調について問われると「普通だった」と睡眠や水分量について話しています。

・古川　富蔵様～単独外出・服薬自己管理について情報提供をしています。単独外出は３／３０（金）に受け持ち担当スタッフが買い物の際に、行動範囲について説明を行います。服薬自己管理（１日分ずつ）は４／１１（水）の定期薬処方を目途に準備、調整を行っていく事とします。

主治医より、夜間の睡眠が取れている事を説明され４／４（水）の定期薬処方より、リントン（０．７５）１Ｔ　１×ｖｄｓ／７Ｔ（精神神経用剤）が止めとなります。夜間の睡眠状況の観察をしましょう。

・木村　義重様～シンラック液（下剤）が少なくなった為、本日２本処方となっています。主治医より右手について問われると「まだ痛い」と、右手第１指、第２関節について話されています。左手と比較しても異常所見は見当たらず、アスモロール（消炎・鎮痛剤）があるため、疼痛時はアスモロールを貼付し様子観察の指示が出ています。

・五日市　規様～手指を気にした言動が見られています。主治医より両手に膿胞が数個見られ、治療には時間が掛かる事を説明されています。治療に対して不信感を持っている為、訴え時は適宜説明をして行きましょう。

今週は妄想等に左右された言動はなく、比較的落ち着いて行動する事が出来ています。日課・各プログラム等への支障の有無、イライラ感の有無にも注意しましょう。

・布施　邦雄様～先週、「スーパーのレジ係の女性が自分に好意を持っている」と話すことがありましたが、今週は同様の発言は聞かれていません。また、就床前薬の服用時間についても「あまり早く飲むと寝てしまうからダメ」と話すことあります。主治医へ情報提供を行い、あまり遅くならないようにと説明を受けています。時間を変える際は、忘薬・拒薬がないよう注意しましょう。

主治医より、体調について問われると「体調は良くなかった。口が渇いて…朝が特に辛い」と話しています。口渇の有無、身体状態の観察をしましょう。

・井上　和美様～余暇時、表情の硬さや顔を擦る仕草が目立っています。対人関係に被害的な言動が聞かれる事から、他者とのトラブルに注意しましょう。

